
東日本大震災 

被災地支援報告会

東日本大震災から一年、被災地には、ふるさとの海や森とともにこれからも生きようと懸命に立ち上がる人々の姿があります。

復興支援は様々ありますが、東北の自然の中で営々と続いてきたその生業や文化を尊重し、育む助けとなるものであって欲しいと願

います。地域コミュニティが自ら復興する、その力に寄り添った支援事例を見ながら、今後の支援のあり方を一緒に考えましょう。

日　時：  2012年3月23日（金）　14:30~16:45
場　所：  ピアザ淡海　203会議室　滋賀県大津市におの浜1丁目1番20号
定　員：  40名（要申込）
参加費：  無料
主　催：  NPO法人エコ村ネットワーキング　　共　催：  NPO法人環人ネット

プログラム

14:30　開会　（14:00　開場）
14:40　事例①「気仙沼 舞根　A Light Houseプロジェクト」　飯田 航　NPO法人エコ村ネットワーキング
14:55　事例②「気仙沼 竹の会所プロジェクト」　永井 拓生　滋賀県立大学環境科学部助教
15:10　事例③「南三陸町 田の浦プロジェクト」　山形 蓮　田の浦ファンクラブ滋賀サポートチーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 NPO法人環人ネット
15:25　事例④「東北復興シンポジウム　海やまのあいだに生きる」　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口 琴子　NPO法人アスクネイチャー・ジャパン
15:45　意見交換会「3.11後の地域づくり」　コーディネーター：鵜飼 修　滋賀県立大学環境科学部准教授
16:45　閉会　
17:30~　交流会（要申込）於：なぎさWARMS（大津市打出浜15番5号）参加費：5,000円（学生2,500円）

お申込み・お問合せ：NPO法人エコ村ネットワーキング
TEL: 0749-28-9853（滋賀県立大学環境共生システム研究センター内）　FAX: 0749-28-0220
E-mail: info@eco-mura.net　お名前、ご所属、お電話番号、交流会の参加･不参加　をお知らせ下さい

　　　　　　　　　　　A Light House プロジェクト　　　　　　　　竹の会所プロジェクト　写真：堀田貞雄　　　　　　　　　　　　　　　田の浦ファンクラブ



発表事例の紹介

A Light Houseプロジェクト
宮城県気仙沼市唐桑町舞根地区における集会所再建プロジェクト。ガレキの原野と化した被災地には、復興を話し合う集いの

場所すらないという被災地の方の声を聴き、38の企業、団体からの支援のもとでプロジェクトが立ち上がった。滋賀県立大学
松岡拓公雄研究室+アーキテクトシップと甲賀市森林組合によって開発された特殊な工法「ココノマキット」と、滋賀県から
現地へ出動した施工チームにより、本設にもかかわらず実働工事日数わずか5日間で完成。

学生の東北被災地支援　～竹の会所プロジェクト～
滋賀県立大学環境科学部環境建築デザイン学科の陶器研究室を中心とした学生らが、気仙沼で集会所を手作業で建設したプロ

ジェクト。被災地の方の「未来を語り合いたくても、語り合う場所がない。」という言葉がきっかけとなり始まった。全国の

大学生、社会人、総勢70名が集まり、学生たちはキャンプ生活を送りながら合計28日間かけて完成させた。地元の約1000本
の竹の伐り出しや600袋の土嚢袋詰め等、工事はすべて学生たちが行った。

南三陸町 田の浦プロジェクト
南三陸町歌津地区田の浦の再生を推進するため、地元住民、全国の支援者、滋賀サポートチームにより、対外的にも責任ある

組織「田の浦ファンクラブ」を設立し、中立的、継続的な活動を展開するプロジェクト。田の浦の歴史、生活文化、生業、自

然環境、人財などの地域資源を活かし、ファンとの交流事業の創造を通じて、地域の魅力を後世に継承し、未来を育むための

活動を行っている。

東北復興シンポジウム　海やまのあいだに生きる
NPO法人アスクネイチャー・ジャパンにより岩手、宮城、福島の三県で開催されたシンポジウム。山折哲雄氏（宗教学者）、
川勝平太氏（静岡県知事）、赤坂憲雄氏（学習院大学教授、福島県立博物館館長）、安田喜憲氏（国際日本文化研究センター

教授）の4名が中心となり、開催地のゲストとともに東北復興の道筋について議論を行った。全3回を通じた延べ参加者数は約
740名。海やまのあいだに生き続けてきた東北の人々のこころについて掘り下げながら、「自然に学ぶ国作り」実現への方途
を探る。

大津駅から京阪・近江バス　なぎさ公園線 約8分
「ピアザ淡海」下車

大津駅からタクシー約5分
膳所駅から徒歩約12分

京阪電車石場駅から徒歩約5分
名神大津インターから約7分　　地下駐車場77台（有料）

会場アクセス

FAX　0749-28-0220
3月23日　復興のちからはコミュニティから！東日本大震災 被災地支援報告会　申込書

お名前　　　　　　　　　　ご所属　　　　　　　　　　　　　　お電話番号　　　　　　　　　　交流会（参加・不参加）
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